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　日本宝飾クラフト学院
（露木宏理事長、野澤治仁
学院長）は、2025年度の4
月生を東京本校、横浜校、
名古屋校で募集している。
　東京本校の主な募集
コースは次の通り。
①全日制学科：ジュエリー
のプロと後継者を育成する
本格的コース。学ぶ内容に
応じてジュエリー基礎コー
ス（１年制）、ジュエリー宝
石本科コース（２年制）、
ジュエリークラフトコース（２
年制）、ジュエリー宝石鑑別

コース（２年制）がある。
②総合学科：社会人やＷスクールに
向いているコースで、曜日・時間が選
択できるキャリアアップコース。５コー
ス編成。
◇学費　入学金:全日制20万円、総

合15万円。授業料（年額、施設費・実
習費込み）:全日制83万２０００円、総
合33万～64万８０００円。
◇選考方法 全日制学科、総合学科と
も入学選考資料と面接。
◇入学支援 全日制学科、総合学科で
は「推薦入学制度」や「社会人学習応
援金制度」を設け、入学者の便宜を
図っている。
◇体験・説明会 体験入学、説明会を
随時開催し、授業の一部を体験でき
るとともに入学希望者の質問に応じて
いる。
◇本年度10月生も募集中 同学院全
日制学科、総合学科は４月、10月の

年２回入学制。現在10月生も同時募
集中。
◇お問い合わせ　詳細は、学院の
ホームページ（https://www.jjcraft.
com/）または事務局（TEL 03-3835-
3388）まで。

　カシオ計算機は、時計事業50周年
を記念した「CASIO WATCH 50TH 
ANNIVERSARY Exhibit ion」を
MIYASHITA PARK内のギャラリー
SAIで6月29日・30日に開催した。
　今回は、カシオ時計事業50周年を
記念し作成したアートワークの原画
や、特別映像、歴代カシオウォッチを
展示し、カシオ時計のヒストリーを体
感できる2日間限定の特別なエキシビ

ションとなっ
た。
　アートワー
クを手掛けた
のは、コラー
ジュアーティ
スト 、グ ラ
フィックデザ
イナー、アートディレクターとして様々
な分野で活躍している河村康輔氏。こ

れまでもイベントのアー
トワークやG-SHOCKと
のコラボレーションなど、
様々な取り組みを行なっ
てきた。
　河村氏は、今回のアー
トワークについて、「50年
という時の流れや、新たな
時代の1ページを切り開
く、というメッセージを込
めました」とコメント。河村
氏ならではの手法である

コラージュにより、復刻モデルCASIO
TRON「TRN-50」とG-SHOCK初代

モデル「DW-5000 C」、軽量・薄型の
デジタル液晶モデル「F-91W」、3針タ
イプの「MQ-24」、メタルバンドが特徴
的な「A168」が組み込まれ、過去の広
告ビジュアルや貴重な資料も随所に
散りばめられたアートワークに仕上
がった。
　また、河村氏のアートワークを「持っ
て帰れるアート」として、BOX型に落と
し込み、来場者へ先着でプレゼント。
BOXの中にはアートワークを落とし込
んだTシャツやバンダナ、ステッカーな
どここでしか手に入らないスペシャル
なアイテムがランダムで入っていた。

　日本最大級のマー
ケティング総合展
「第16回マーケティ
ングWeek夏2024」
が、7月3日～5日の3
日間、東京ビッグサイ
トで開催される。
　マーケティング
We e kは、マーケ
ター・Webディレク
ター・宣伝・広報・営
業推進といったマー

ケティングに課題を持つ人、最新マー
ケティングトレンドを知りたい人と、
マーケティング支援サービスのプロが
出会うビジネスマッチングの場。販促・
広告メディア・Web／SNS・営業支援・
CX／顧客育成・データインサイト・EC
グロースなど350社が出展。日々進化
するマーケティングのトレンドを知り、
マーケティングに関する多数の製品・
サービスに実際に触れ、売上アップ・ブ
ランディング・集客力アップなど、企業
の課題解決の機会にしたい。

　30の国と地域から約1,500社が出
展する国際的な宝飾見本市「ジュエ
リー&ジェムアジア香港」（JGA）が6月
20日からHKCECで開催された。
　同フェアは、ジャパンジュエリーフェ
アを主催するInforma Markets Ja-
panのグループ会社Informa Mar-
kets in Asiaが展開するアジア最大の
B2Bファインジュエリー・ソーシング・
フェアとして展開され、最大規模の9月
香港のほか、中国、インド、イスタンブー
ル、バンコク、バーレーン、アラブ首長国
連邦（ドバイ）に拠点を持っている。
　会場は、30以上のテーマ・パビリオン
とグループ・パビリオンなどで構成され、
ファインデザイン、ファインジェム、ハイ
ジュエリー・メーカー、アンティーク&ヴィ
ンテージ、希少なダイヤモンドからカラー
ストーン、パール、翡翠、マシーン・パッ
ケージング、テクノロジーなど世界の宝
飾や宝石、関連商材の全てが揃ってお
り、多彩な感性の国際的なジュエリーの

ほか、国内では感じることのできない
ジュエリーの可能性や魅力について学
ぶことができる場所となっている。
　今回はサステナビリティ・アワードと
サステナビリティとジュエリーデザイン
に関するパネルディスカッションを実
施。ただ単に商談の場だけを提供する
のではなく、B2Bのプロが集まる場所と
して相応しいテーマによって世界を
リードすることも国際見本市を発展さ
せる大事なポイントだ。香港の業界団
体主導によるセミナーや会議なども数
多く実施される。
　担当者は「JGAは製品の発見だけに
留まらず、数多くの体験をすることがで
きます。近年は劇的な発展を目の当た
りにしているだけに、これからの重要性
はますます高まっていくので、バイヤー
は見逃すわけにはいかなくなるでしょ
う。まだ開かれていないドア（チャンス）
による恩恵を参加者が受けることがで
きるようにするのが我々の使命です」と

語っている。
　今後の予定
は、9 月香 港
フェアが9月16
日～20日（素
材、AWE）、18
日～22日（製
品、HKCEC）
にあり、来年6
月香港フェア
は、2025年6月
19日～22日に
開催される。

　5月の全国百貨店売上
高概況が発表され、売上
高総額は4,692億円余
り。前年同月比による増
減率は全国14.4％（27カ
月連続プラス）、10都市
19.4％（32カ月連続プラ
ス）、10都市以外（7地
区）－1.1％（2カ月連続
マイナス）となった。
　コロナ前の2019年比
でも売上高は8.9％増と
好調を維持。インバウン
ド、ラグジュアリーブラン

ドや高級時計、美術・宝飾など高付加
価値商材が活況。インバウンドは円安
などを追い風に718億円余（231.2％
増、26カ月連続）と3カ月連続で過去
最高を更新。2019年比では132.4%
増。労働節休暇（5/1～5/5）に中国の
購買客数と売上が大幅に伸長。都市
部は増勢が続くインバウンドと高額品
などから9地区で前年実績をクリア。地
方はインバウンドが徐々に拡がりつつ
も一部店舗ではテナントへの業態転
換などで売上から賃料に変更したこと
もあり、6地区で前年実績に届かず。
40カ月連続プラスの美術・宝飾・貴金
属の売上高は518億6588万9千円。

カシオ時計事業
50周年を記念したエキシビション

国際宝飾見本市は商談だけでなく
国内を発展させる学びの場
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　そごう・西武は、新株主のもと
で事業戦略を再構築し、西武池
袋本店の本格的な改装工事に
着手。2025年1月から段階的に
リニューアルオープンを行い、同年夏に
グランドオープンを予定。来店客に上
質との出会いを提供し、特別な高揚感
を与えられる百貨店を目指す。
　「INCLUSION」をテーマとし、現代
の多様で柔軟な時代性に合わせ、「婦
人」と「紳士」両方のカテゴリーを同一
の店舗内に広く展開。旧来の、婦人フ
ロアと紳士フロアが分かれていた伝統
的な“デパートメント（区分された）”ス
トアから脱却し、池袋を訪れるさまざま
な客を、友人、カップル、家族が一緒に
ショッピングを楽しめる、自由で開かれ
た、かつ統一した空間で迎えることの
できるワールドクラスのクオリティを誇
る多彩なブランドショップと、上質な内
外装で、池袋の街に新たな顔をつくり
出す。

　全館及び各フロアは、「MAISON」
（フランス語で家・建物という意味）を
建築デザインコンセプトとし、上質との
出会いに相応しい「クラス感」と「洗
練」、そして「アート」という3つの要素に
よって構成された空間をつくる。
　マーチャンダイジング（MD）も、近年
の顧客からもっとも支持されている領
域である「ラグジュアリー」「コスメ」「デ
パ地下」を中心に強化する。「ラグジュ
アリー」では、世界のトップ約60ブラン
ドを集結し、メンズ＆レディース複合
ショップで展開（売場面積 現状比約
1.3倍）。「コスメ」は、パートナーととも
に選べるユニセックスブランドを含む、
国内外約60ブランドを展開（売場面積 
現状比約1.7倍）。百貨店の顔とも言え
る「デパ地下」は、パワーコンテンツを

集積し、新ブランドを含む約
180ショップの展開を予定。強
みでもある、外商機能も今後さ
らに強化していく。

　世界トップクラスの優良マーケットで
ある池袋を支える商業施設として、規
模・内容ともに顧客満足を最大限提供
できる本店としてのグレードを高め、国
際アート・カルチャー都市として進化を
続け、多くの人が訪れ、賑わいのある豊
島区の玄関口の役割を担うことを目指
す。
　また、ライフスタイルの多様化に合わ
せて、百貨店も進化を求められる時代
を迎えた。従来の百貨店がもつ優れた
サービスを残しつつ、顧客ニーズに合
わせた新たな価値を提供する、“新し
い”西武池袋本店に期待したい。
　なお、そごう・西武は今後、この西武
池袋本店のコンセプトをそごう横浜
店、そごう広島店などの他の店舗にも
展開していく。

　ブランド創
立10周年を
迎えた i t h

が、神戸エリア初となるアトリエをオー
プンした。路地裏にある女性職人のア
トリエというithのルーツに立ち返り、築

60年を超える物件にithらしさを散りば
めてリノベーションした空間に、港町・
神戸をモチーフにした限定アイテムを
取り揃えた。真珠の街として知られる神
戸にちなみ、ブルー・ピンク・ホワイト
（無調色）のアコヤ真珠をあしらった婚

約指輪Colorato3型を神戸三宮店限
定で受注する。また、同じ関西にガラス
工房を構えるfrescoが製作する別注カ
ラーのガラス製リングピローの販売や、
老舗洋菓子専門店によるオリジナル詰
め合わせスイーツをプレゼントする。

そごう・西武は新たな価値を提供する
上質との出会いを提供し、特別を与える

新しい西武池袋本店を目指す
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　人工知能（AI）が発明した新技術が
特許として認められるかどうかが争点
となった訴訟があり、東京地裁は2024
年5月16日、知的財産基本法などに照
らし「発明者は人間に限られる」とし
て、米国に住む出願人の請求を棄却す
る判決を言い渡した。

　判決によると、出願人は数年前に、
発明者を「本発明を自律的に発明した
人工知能」と記載し、特許を出願。特
許庁は「発明者として記載できるのは

人に限られる」として修正を命じたが
応じなかったため、出願を却下した。

　裁判長は「発明は人間の創造的活
動により生み出されるものと定義され
る」と判決し、特許庁の判断は適法と
結論付けた。また、現行法の制定時に
ＡＩの発達が想定されていなかったと
し、国民的議論で新たな制度設計をす
ることが相当だと言及した。

　諸外国でも同様の問題が生じてお
り、英国最高裁でも2023年、特許権を
得られるのは人間だけでAIを発明者
とすることはできないとの判決を出し
た。AIに関する早期の制度設計が期
待される。

     （特許業務法人共生国際特許事務所所長）

　其の96

東京地裁　
AI発明の特許を認めず

佐藤英昭弁理士による

『特許の哲学』
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